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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月16日(2017.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エネルギーを外部デバイスと交換するように構成される電気化学電池システムであって
、前記電気化学電池システムは、
　第１の金属または合金を備える正電極と、
　第２の金属または合金を備える負電極と、
　前記第２の金属または合金の塩を備える電解質であって、前記電解質は、個別の電極／
電解質界面において、前記負電極および前記正電極に接触する、電解質と
　を備え、
　前記正電極、前記負電極、および前記電解質は、動作の少なくとも１つの部分の間、前
記電気化学電池システムのある動作温度において、液相として存在し、前記動作温度は、
約３００℃～約８００℃であり、
　前記正電極は、前記電池システムの前記動作温度において、ある充電状態では、全体的
に液相として存在し、放電状態では、５０体積％のまたは５０体積％を上回る固相を含み
、
　前記正電極の固相は、前記第１の金属または合金および前記第２の金属または合金によ
って形成される固体金属間化合物を備える、電気化学電池システム。
【請求項２】
　前記第１の金属または合金は、ビスマスを備える、請求項１に記載の電気化学電池シス
テム。
【請求項３】
　前記第２の金属または合金は、リチウムを備える、請求項１に記載の電気化学電池シス
テム。
【請求項４】
　前記第１の金属または合金は、ビスマスを備え、前記第２の金属または合金は、リチウ
ムを備え、前記固体金属間化合物は、Ｌｉ３Ｂｉである、請求項１に記載の電気化学電池
システム。
【請求項５】
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　前記正電極は、ビスマス中最大７５％モルのリチウムを備える合金を含む、請求項４に
記載の電気化学電池システム。
【請求項６】
　開回路電圧は、少なくとも約０．５Ｖである、請求項１に記載の電気化学電池システム
。
【請求項７】
　前記第２の金属または合金は、アルカリ金属を備える、請求項１に記載の電気化学電池
システム。
【請求項８】
　前記負電極は、ある充電状態では、全体的に、前記液相として存在し、別の充電状態で
は、固相を含み、前記負電極の固相は、前記第１の金属または合金および前記第２の金属
または合金によって形成される固体金属間化合物を備える、請求項１に記載の電気化学電
池システム。
【請求項９】
　外部回路からの電気エネルギーを貯蔵する方法であって、前記方法は、
　電気化学電池システムを提供することであって、前記電気化学電池システムは、
　　第１の金属または合金を備える正電極と、
　　第２の金属または合金を備える負電極と、
　　前記第２の金属または合金の塩を備える電解質であって、前記電解質は、個別の電極
／電解質界面において、前記負電極および前記正電極に接触する、電解質と
　　を備え、
　　前記正電極、前記負電極、および前記電解質は、動作の少なくとも１つの部分の間、
前記電気化学電池システムのある動作温度において、液相として存在し、前記動作温度は
、約３００℃～約８００℃であり、
　　前記正電極は、前記電池システムの前記動作温度において、ある充電状態では、全体
的に液相として存在し、放電状態では、５０体積％のまたは５０体積％を上回る固相を含
み、
　　前記正電極の固相は、前記第１の金属または合金および前記第２の金属または合金に
よって形成される固体金属間化合物を備える、ことと、
　前記電気化学電池システムを前記外部回路に電子的に接続することと、
　前記正電極から前記負電極への前記第２の金属または合金の移送を駆動するように、前
記外部回路を動作させることと
　を含む、方法。
【請求項１０】
　前記第１の金属または合金は、ビスマスを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２の金属または合金は、リチウムを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の金属または合金は、ビスマスを備え、前記第２の金属または合金は、リチウ
ムを備え、前記固体金属間化合物は、Ｌｉ３Ｂｉである、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記正電極は、ビスマス中最大７５％モルのリチウムを備える、合金を含む、請求項１
２に記載の方法。
【請求項１４】
　開回路電圧は、少なくとも約０．５Ｖである、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２の金属または合金は、アルカリ金属を備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　前記負電極は、ある充電状態では、全体的に、液相として存在し、別の充電状態では、
固相を含み、前記負電極の固相は、前記第１の金属または合金および前記第２の金属また
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は合金によって形成される固体金属間化合物を備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１７】
　前記動作温度は、約３５０℃～約６００℃である、請求項１の記載の電気化学電池シス
テム。
【請求項１８】
　前記固相は、前記放電状態では、７５体積％であるかまたは７５体積％を上回る、請求
項１の記載の電気化学電池システム。
【請求項１９】
　前記動作温度は、約３５０℃～約６００℃である、請求項９の記載の方法。
【請求項２０】
　前記固相は、前記放電状態では、７５体積％であるかまたは７５体積％を上回る、請求
項９の記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　関連実施形態では、第１の金属は、ビスマスを含んでもよい。第２の金属は、リチウム
等のアルカリ金属を含んでもよい。第１の金属が、ビスマスを含み、第２の金属が、リチ
ウムを含むとき、固体金属間化合物は、Ｌｉ３Ｂｉであり得る。動作温度は、約３００℃
～約８００℃であってもよく、好ましくは、動作温度は、約３５０℃～約６００℃である
。開回路電圧は、少なくとも約０．５Ｖであってもよい。負電極は、ある充電状態では、
全体的に、液相として存在してもよく、別の充電状態では、固相を含んでもよく、負電極
の固相は、第１および第２の金属によって形成される固体金属間化合物を含む。固相は、
約少なくとも１０％、電池容量を増加させてもよい。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　エネルギーを外部デバイスと交換するように構成される、バッテリシステムであって、
　第１の金属または合金を備える、正電極と、
　第２の金属または合金を備える、負電極と、
　前記第２の金属または合金の塩を備える、電解質であって、個別の電極／電解質界面に
おいて、前記負電極および前記正電極に接触する、電解質と、
　を備え、
　前記正電極、前記負電極、および前記電解質は、動作の少なくとも１つの部分の間、前
記バッテリシステムのある動作温度において、液相として存在し、
　前記正電極は、ある充電状態では、全体的に、液相として存在し、別の充電状態では、
固相を含み、
　前記正電極の固相は、前記第１および第２の金属または合金によって形成される固体金
属間化合物を備える、
バッテリシステム。
（項目２）
　前記第１の金属または合金は、ビスマスを備える、項目１に記載のバッテリシステム。
（項目３）
　前記第２の金属または合金は、リチウムを備える、項目１に記載のバッテリシステム。
（項目４）
　前記第１の金属または合金は、ビスマスを備え、前記第２の金属または合金は、リチウ
ムを備え、前記固体金属間化合物は、Ｌｉ３Ｂｉである、項目１に記載のバッテリシステ
ム。
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（項目５）
　前記正電極は、ビスマス中最大７５％モルのリチウムを備える、合金を含む、項目４に
記載のバッテリシステム。
（項目６）
　前記動作温度は、約３００℃～約８００℃である、項目１に記載のバッテリシステム。
（項目７）
　開回路電圧は、少なくとも約０．５Ｖである、項目１に記載のバッテリシステム。
（項目８）
　前記第２の金属または合金は、アルカリ金属を備える、項目１に記載のバッテリシステ
ム。
（項目９）
　前記正電極の固相は、約少なくとも１０％、電池容量を増加させる、項目１に記載のバ
ッテリシステム。
（項目１０）
　前記負電極は、ある充電状態では、全体的に、前記液相として存在し、別の充電状態で
は、固相を含み、前記負電極の固相は、前記第１および第２の金属または合金によって形
成される固体金属間化合物を備える、項目１に記載のバッテリシステム。
（項目１１）
　外部回路からの電気エネルギーを貯蔵する方法であって、
　バッテリシステムを提供するステップであって、前記バッテリシステムは、
　　第１の金属または合金を備える、正電極と、
　　第２の金属または合金を備える、負電極と、
　　前記第２の金属または合金の塩を備える、電解質であって、個別の電極／電解質界面
において、前記負電極および前記正電極に接触する、電解質と、
　　を備え、
　　前記正電極、前記負電極、および前記電解質は、動作の少なくとも１つの部分の間、
前記バッテリシステムのある動作温度において、液相として存在し、
　　前記正電極は、ある充電状態では、全体的に、液相として存在し、別の充電状態では
、固相を含み、
　　前記正電極の固相は、前記第１および第２の金属または合金によって形成される固体
金属間化合物を備える、ステップと、
　前記バッテリシステムを前記外部回路に電子的に接続するステップと、
　前記正電極から前記負電極への前記第２の金属または合金の移送を駆動するように、前
記外部回路を動作させるステップと、
　を含む、方法。
（項目１２）
　前記第１の金属または合金は、ビスマスを備える、項目１１に記載の方法。
（項目１３）
　前記第２の金属または合金は、リチウムを備える、項目１１に記載の方法。
（項目１４）
　前記第１の金属または合金は、ビスマスを備え、前記第２の金属または合金は、リチウ
ムを備え、前記固体金属間化合物は、Ｌｉ３Ｂｉである、項目１１に記載の方法。
（項目１５）
　前記正電極は、ビスマス中最大７５％モルのリチウムを備える、合金を含む、項目１４
に記載の方法。
（項目１６）
　前記動作温度は、約３００℃～約８００℃である、項目１１に記載の方法。
（項目１７）
　開回路電圧は、少なくとも約０．５Ｖである、項目１１に記載の方法。
（項目１８）
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　前記第２の金属または合金は、アルカリ金属を備える、項目１１に記載の方法。
（項目１９）
　前記正電極の固相は、約少なくとも１０％、電池容量を増加させる、項目１１に記載の
方法。
（項目２０）
　前記負電極は、ある充電状態では、全体的に、液相として存在し、別の充電状態では、
固相を含み、前記負電極の固相は、前記第１および第２の金属または合金によって形成さ
れる固体金属間化合物を備える、項目１１に記載の方法。
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